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ピアノ・トリオ・フェスティヴァル 2024 　
　トリオ・ヴァンダラー
　葵トリオ
　金川真弓・佐藤晴真・久末航トリオ

［インタビュー］
竹本千歳太夫・豊澤富助
難曲『菅原伝授手習鑑』「丞相名残」を語る
連載
［クラシック音楽のテーマに基づく3つの話］
ピアノ・トリオをめぐる3話
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ピ
ア
ノ・ト
リ
オ
＊
は
18
世
紀
半
ば
に
現
れ
た

ジ
ャ
ン
ル
で
す
︒そ
れ
以
前
の
︑類
似
し
た
楽
器

編
成︵
つ
ま
り
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
︑チ
ェ
ロ
︑鍵
盤
楽

器
︶で
演
奏
可
能
な
器
楽
曲
で
は
︑鍵
盤
楽
器
は

通
奏
低
音
の
伴
奏
に
加
わ
る
だ
け
で
あ
る
こ
と

が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
で
す
が
︑ピ
ア
ノ・ト

リ
オ
は
鍵
盤
楽
器
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に

な
り
︑18
世
紀
後
半
を
通
じ
て
大
量
の
作
品
が

印
刷
等
で
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

　
我
々
が
よ
く
知
る
こ
の
時
期
の
ヨ
ー
ゼ
フ・ハ

イ
ド
ン︵
1
7
3
2
~
1
8
0
9
︶と
ヴ
ォ
ル
フ
ガ

ン
グ・ア
マ
デ
ウ
ス・モ
ー
ツ
ァ
ル
ト︵
1
7
5
6
~

1
7
9
1
︶の
作
品
も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
出
版
を

︵
も
︶想
定
し
て
い
ま
し
た
︒つ
ま
り
︑ア
マ
チ
ュ
ア

の
需
要
を
反
映
す
る
傾
向
の
あ
っ
た
ジ
ャ
ン
ル

だ
っ
た
の
で
す
︒そ
の
背
景
に
は
ピ
ア
ノ
が
新
た

な
タ
イ
プ
の
鍵
盤
楽
器
と
し
て
普
及
し
始
め
た

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
︒

　

ピ
ア
ノ
・
ト
リ
オ
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
背
景
に
は
︑上
記
の
2
人
に
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ・フ
ァ
ン・ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン︵
1
7
7
0

~
1
8
2
7
︶を
加
え
た
︑い
わ
ゆ
る﹁
ウ
ィ
ー
ン

古
典
派
﹂の
存
在
が
あ
り
ま
す
︒特
に
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
チ
ェ
ロ
の
役
割
を

拡
大
し
︑ピ
ア
ノ
の
左
手
を
な
ぞ
る
の
で
は
な

く
︑独
自
の
旋
律
を
担
当
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
︒そ
の
傾
向
は
フ
ラ
ン
ツ・シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

︵
1
7
9
7
~
1
8
2
8
︶に
も
見
ら
れ
︑19
世

紀
の
作
曲
家
た
ち
の
模
範
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
︒

　
彼
ら
の
影
響
下
で
ピ
ア
ノ・ト
リ
オ
は
少
な

く
と
も
創
作
量
か
ら
見
て
弦
楽
四
重
奏
曲
に

次
ぐ
室
内
楽
の
主
要
な
ジ
ャ
ン
ル
に
な
り
ま
し

た
︒ド
イ
ツ・オ
ー
ス
ト
リ
ア
圏
に
限
っ
て
も
フ
ェ

リ
ッ
ク
ス・メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン︵
1
8
0
9
~

1
8
4
7
︶︑ロ
ー
ベ
ル
ト・シ
ュ
ー
マ
ン︵
1
8
1
0

~
1
8
5
6
︶︑ヨ
ハ
ネ
ス・ブ
ラ
ー
ム
ス︵
1
8
3
3

~
1
8
9
7
︶︑さ
ら
に
は
エ
ー
リ
ヒ・ヴ
ォ
ル
フ

ガ
ン
グ・コ
ル
ン
ゴ
ル
ト︵
1
8
9
7
~
1
9
5
7
︶

と
︑そ
の
系
譜
は
容
易
に
見
出
さ
れ
る
で
し
ょ

う
︒次
々
に
創
作
が
積
み
重
な
り
︑腕
に
覚
え
の

あ
る
作
曲
家
た
ち
は
先
人
を
越
え
よ
う
と
ピ
ア

ノ・ト
リ
オ
へ
立
ち
向
か
っ
た
の
で
す
︒そ
の
結

果
︑こ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
大
規
模
化
し
︑演
奏
技
術

の
点
で
も
職
業
演
奏
家
に
相
応
し
い
高
度
化

を
果
た
し︵
愛
好
家
向
け
の
出
版
需
要
も
存
続

し
た
が
︶︑公
開
演
奏
会
が
作
品
発
表
の
場
と

な
り
︑そ
う
し
た
変
化
が
規
範
的
ジ
ャ
ン
ル
の

価
値
を
高
め
た
と
思
わ
れ
ま
す
︒

　
と
な
れ
ば
︑シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
や
弦
楽
四
重
奏

曲
と
同
様
に
︑19
世
紀
中
頃
ま
で
に
は
他
の

国・地
域
の
作
曲
家
た
ち
の
傑
作
が
目
立
つ
よ

う
に
な
る
の
も
必
然
︒ド
イ
ツ
語
圏
経
由
の
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ジ
ャ
ン
ル
へ
変
貌
を
遂

げ
な
が
ら
ロ
ー
カ
ル
な
味
わ
い
を
も
育
む
と
い

う
構
図
も
見
て
と
れ
ま
す
︒例
え
ば
︑ロ
シ
ア
︒

西
欧
志
向
が
濃
厚
と
は
い
え
本
国
を
本
拠
地

に
し
た
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

1
ピ
ア
ノ・
ト
リ
オ
の
黎
明
期

︵
1
8
4
0
~
1
8
9
3
︶の︽
偉
大
な
芸
術
家
の

思
い
出
に
︾は
同
国
の
ピ
ア
ノ・ト
リ
オ
発
展
に

画
期
的
な
意
味
が
あ
り
ま
し
た
︒そ
れ
以
前
の

創
作
例
は
皆
無
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
︑こ

の
作
品
が
発
表
さ
れ
た
1
8
8
0
年
代
序
盤
以

降
︑ア
ン
ト
ン・ア
レ
ン
ス
キ
ー︵
1
8
6
1
~

1
9
0
6
︶︑セ
ル
ゲ
イ・タ
ネ
ー
エ
フ︵
1
8
5
6

~
1
9
1
5
︶な
ど
の
力
作
が
現
れ
ま
す
︒若
き
セ

ル
ゲ
イ・ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ︵
1
8
7
3
~
1
9
4
3
︶

が
1
8
9
0
年
代
序
盤
に
書
い
た
２
曲
の︽
悲

愴
的
三
重
奏
曲
︾も
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
伝
統

か
ら
派
生
し
て
い
っ
た
と
見
て
よ
い
で
し
ょ
う
︒

　

20
世
紀
ソ
連
を
代
表
す
る
ド
ミ
ト
リ
ー
・

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ︵
1
9
0
6
~
1
9
7
5
︶

の
ト
リ
オ
2
曲
も
同
様
で
す
︒第
2
番
O
p. 

67

︵
1
9
4
4
年
︶は
友
人
の
死
を
悼
ん
で
作
曲
さ

れ
て
い
ま
す
が
︑こ
れ
は
親
友
だ
っ
た
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
ニ
コ
ラ
イ・ル
ビ
ン
シ
テ
イ
ン︵
1
8
3
5
~

1
8
8
1
︶の
追
悼
を
創
作
動
機
と
す
る
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
以
来
の
伝
統

を
汲
ん
で
い
ま
し
た
︒ピ
ア
ノ・

ト
リ
オ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
同

地
で
は
他
の
地
域
に
な
い
新

た
な
意
味
さ
え
付
与
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
︒

＊
ピ
ア
ノ・ト
リ
オ
と
い
う
場
合
は

厳
密
に
は
楽
器
編
成
は
一
定
で

あ
り
ま
せ
ん
が
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

チ
ェ
ロ
、ピ
ア
ノ
と
い
う
編
成
が

一
般
的
で
、本
稿
も
そ
れ
に
従
い

ま
す
。

文
／
安
田
和
信

︵
桐
朋
学
園
大
学
准
教
授
︶

3
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

ジ
ャ
ン
ル
へ
の
変
貌

　
名
だ
た
る
作
曲
家
が
こ
ぞって
書
い
た
ピ
アノ・

ト
リ
オ
︒ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
︑発
展
し
て
き
た

の
で
し
ょ
う
か
︒

2
「
ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
」の
模
範
と

19
世
紀
ド
イ
ツ
語
圏
の
系
譜

ピアノ・トリオ・フェスティヴァル 2024
詳細はP.2・3特集ページをご覧ください。

 
ピ
ア
ノ・
ト
リ
オ
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め
ぐ
る

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

　
　
テ
ー
マ
に
基
づ
く
3
つ
の
話

    
　
話
3

リラ・キャボット・ペリー『三重奏（アリス、エディス、マーガレット）』
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『お客さまをご案内するプロフェッショナル』  
撮影協力：株式会社ヴォートル

今号の
表紙

紀尾井ホールは開館以
来、株式会社ヴォートルが
お客さまのご案内業務を
担っています。チケットの
もぎり、客席案内、クロー
クサービスほか、具合の
悪いお客さまの救護を行
うことも。多岐にわたって
公演を支えています。

紀尾井サポートシステム会員 ( 五十音順・｢株式会社｣等表記及び敬称略 )

《特別協賛会員》 住友商事／日鉄ソリューションズ／三井不動産／三井物産／三菱商事／三菱地所
《みやび会員》 伊藤忠商事／大島造船所／鹿島建設／商船三井／菅原／住友商事／Ｄr.かすみ永田町クリニック／
日本郵船／丸紅／三井住友銀行／三井住友信託銀行／三井不動産／三井物産／三菱商事／三菱地所／メタルワン 
ほか匿名２社
《ひびき会員》 大林組／オカムラ／高砂熱学工業／竹中工務店／東京きらぼしフィナンシャルグループ／山下設計
《みどり会員》 青鬼運送／赤坂維新號／今治造船／ヴォートル／エーケーディ／荏原冷熱システム／
ザ・キャピトルホテル 東急／三協／清水建設／上智大学／西武リアルティソリューションズ／大成建設／千代田商事／
テェイスト･ライフ／東芝ライテック／永田音響設計／ニュー・オータニ／ハウス食品グループ本社／パナソニック／
みずほ証券／三菱ＵＦＪ銀行／三菱ＵＦＪ信託銀行／三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券／ミュージション／明治座舞台／
ヤマハサウンドシステム／ワークショップ２１
《あおい会員》 青木陽介／浅沼雄二／淺見 恵／石崎智代／磯部治生／伊藤眞理子／井上善雄／岩城宏斗司／
上野真志／馬屋原貴行／大内裕子／大垣尚司／大久保なほ子／太田清史／小川 保／小倉 ヒロ・ミヒャエル／
糟谷敏秀／片山國正／片山能輔／加藤巻恵／加藤優一／神川典久／川口祥代／川島知恵／菊池恒雄／木谷 昭／
楠野貞夫／栗山信子／河野紗妃／小坂部惠子／斎藤公善／齋藤幸子／坂詰貴司／坂根和子／佐久間庸行／
佐部いく子／澤田紀子／潮崎通康／柴田雅美／清水 正／清水多美子／清水康子／白土英明／末岡明武／鈴木順一／
鈴木 亮／高下謹壱／田中 進／戸田純也／外山雄三／中塚一雄／中西達郎／中野洋子／中村健司／中山昌樹／
名取正夫／原田清朗／藤村行俊／冬木寛義／北條哲也／堀川将史／牧本惠美子／松枝 力／松尾芳樹／松本美恵／
丸井正樹／水口美輝／簑輪永世／宮島正次／宮田宜子／宮武悦子／宮原 薫／宮本信幸／陸田 実／村上喜代次／
村上敏子／持留宗一郎／八木一夫／八木晶子／矢田部靖子／山内寿実／山口 彰／山口 聡／横手 聡／吉見 亨／
渡邊一夫／渡辺弘次／渡辺由香里
ほか匿名49名　計250口 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　    　(2024年4月1日現在)

特別支援会員 （五十音順・｢株式会社｣等表記略）

アステック入江／五十鈴／NS建材薄板／NSユナイテッド海運／
NSユナイテッド内航海運／エヌエスリース／エヌテック／
王子製鉄／大阪製鐵／九築工業／草野産業／黒崎播磨／
合同製鐵／鴻池運輸／小松シヤリング／山九／産業振興／
三晃金属工業／サンユウ／三洋海運／山陽特殊製鋼／
ジオスター／新日本電工／スガテック／大同特殊鋼／大和製罐／
高砂鐵工／高田工業所／鶴見鋼管／DNPエリオ／テツゲン／
電機資材／東海鋼材工業／東邦シートフレーム／トピー工業／
日亜鋼業／日鉄SGワイヤ／日鉄エンジニアリング／日鉄片倉鋼管／
日鉄環境／日鉄ケミカル&マテリアル／日鉄建材／日鉄鋼管／
日鉄鉱業／日鉄工材／日鉄鋼板／日鉄興和不動産／
日鉄スチール／日鉄ステンレス／日鉄ステンレス鋼管／日鉄精圧品／
日鉄精密加工／日鉄ソリューションズ／日鉄テクノロジー／
日鉄テックスエンジ／日鉄ドラム／日鉄物産／日鉄物流／
日鉄プロセッシング／日鉄保険サービス／日鉄ボルテン／
日鉄溶接工業／日鉄レールウェイテクノス／日本金属／日本触媒／
濱田重工／富士鉄鋼センター／不動テトラ／北海鋼機／
幕張テクノガーデン／三島光産／宮崎精鋼／吉川工業／
ワコースチール
日本製鉄    　　　　                         （2024年4月1日現在）

紀尾井ホールにご支援いただいている企業および個人の方々です

紀尾井ホール室内管弦楽団（KCO）

新メンバーのご紹介
2024年4月1日付で、紀尾井
ホール室内管弦楽団に新しい
メンバーを迎えました。

大槻 健（コントラバス）出身：奈良県
おおつき けん

  入団にあたっての意気込み
素晴らしいオーケストラに所属できることをとても光栄に思います。過去のセク
ションメンバーをみても名だたる奏者が所属されており、その末席に名を連ねるこ
とに畏怖とともに情熱を燃やしております。個性を残しつつもKCOの音楽に身を
捧げたいと思います。

  コントラバス奏者になったきっかけ（楽器との出会い）
大学受験を考え始めた時に、高校の卒業生の方に音楽家という道を示していただ
きました。最初は、いやいや自分なんて、と思っていましたが徐々にその気になり、
両親を説得してこの道に入りました。そんなときに出会ったのが菅沼希望くんで、
彼の素晴らしい音楽と技術に触れ、自分も同じ学校
に行きたいと東京藝術大学を受験しました。

  好きな作曲家 
ラフマニノフ、シベリウス、シューベルト、シューマン、
ベートーヴェン

  趣味
ゲーム、車、料理

  現在のマイブーム
以前ある企業から車をお借りする機会があってから
すっかりドライブにハマってしまいました。休日は凝っ
た料理を作ってみて失敗したりしています。

紀尾井ホール室内管弦楽団
2024年度シーズン・メンバーのご紹介

山口 絢（ヴァイオリン） 山本大心（ヴァイオリン） 古市沙羅（ヴィオラ）

室内オーケストラで研鑽を積みたい若手演奏家を育成するための、シー
ズン・メンバーが決定しました。2024年度の定期演奏会に出演いたし
ます。どうぞ温かいご声援をお送りください。

若手指揮者育成支援制度
次世代を担う将来有望な若手指揮者の研鑽活動を支援するために「若
手指揮者育成支援制度」を設けています。2024年度の対象者は以下の
3名に決まりました。

© Ayane Shindo

菅沼 希望（コントラバス）出身：千葉県
すがぬま のぞみ

  入団にあたっての意気込み
KCOのメンバーとなり、一緒に演奏できることをとても嬉しく思います。 大槻くん
は大学の同級生で、初めてKCOに出演した際も彼と一緒でした。諸先輩方が紡い
できたKCOの歴史を未来につなぐことができるように、精一杯演奏したいと思っ
ております。

  コントラバス奏者になったきっかけ（楽器との出会い）
ジュニアオーケストラに所属していたことで、ずっと
オーケストラで演奏したいと思い、プロを目指すきっ
かけになりました。

  好きな作曲家 
ブルックナー

  趣味
DIY

  現在のマイブーム
趣味のDIYにまつわることですが、色々なものを浮か
せることにハマっています。 © New Japan Philharmonic

やまぐち あや やまもと たいしん ふるいち さら

佐藤秀義 福澤佑樹 丸田隼輝
さとう ひでよし ふくざわ ゆうき まるた はやき
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チケットのお申込み
紀尾井ホールウェブチケット     https://kioihall.jp/tickets

2023年12月発売の主催公演より
チケットぴあ、イープラス（クラシック公演のみ）に加え、
ＣＮプレイガイド（電話予約:0570-08-9999/10:00～18:00年中無休）
でもチケットを取り扱っています。

〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町6番5号
TEL.03-5276-4500（代表）  FAX.03-5276-4527  https://kioihall.jp

フォトレポート

公演の
最新情報などは

こちらお知らせ

© 逢坂聡

ヨーロッパを中心に躍進
中、世界が注目するクァル
テットが紀尾井ホールに
初登場しました。軽快なハ
イドンの《ご機嫌いかが》
からベートーヴェンの大曲
まで、若 し々さと情熱溢れ
る演奏を聴かせてくれま
した。

昨年に続き今年も開催しました、KCOと新
年を祝うコンサート。前半はモーツァルト
のヴァイオリン協奏曲でホーネックが弾く
ヴァイオリンをたっぷりと。後半はウィーン
風に賑やかで華やかな楽曲の数々をお
届けしました。

協賛：日鉄ソリューションズ株式会社1.21（日）
クァルテットの饗宴2023
エスメ四重奏団

© 堀田力丸

本格的な自身のリサイタ
ルは初めてとのことで緊
張した面持ちでしたが、常
磐津節の代表曲を三番、
勇壮に語られました。ロ
ビーにはご自身で準備さ
れた資料や本をポスター
展示して、常磐津の魅力を
目と耳で楽しめる工夫が
なされていました。

© ヒダキトモコ

2.12（月）
邦楽 明日への扉
第3回 常磐津千寿太夫（常磐津節）

© 武藤 章

16年ぶりに紀尾井ホール
でのリサイタル。バロック
から現代まで幅広い無伴
奏曲を演奏し、その美音に
会場全体が息をのんで集
中していました。言葉にな
らない素晴らしい演奏で
した。

© 堀田力丸

2.22（木）
三菱地所 presents
紀尾井 明日への扉 第38回 本堂竣哉（ピアノ）

協賛：三菱地所株式会社

源氏物語の登場人物、女
三宮と柏木に焦点を当て
た今回。前半はスライドを
使って源氏物語と今日の
演目について解説しまし
た。後半は女三宮と柏木
が登場する3作品が演奏
され、源氏物語の世界に
たっぷり浸るひとときとな
りました。

© ヒダキトモコ

1.26（金）・27（土）・28（日）
日鉄ソリューションズ プレゼンツ
KCO名曲スペシャル ニューイヤー・コンサート 2024
紀尾井ホール室内管弦楽団 特別演奏会

2.18（日） アウグスティン・ハーデリヒ
無伴奏ヴァイオリン・リサイタル

2.29（木）
音楽でつづる文学7
源氏物語 ―女三宮と柏木―

アンケート
より

バッハ愛溢れる輝くような演
奏、更に緩急強弱静動、すべ
て盛り込んだ渾身のベー
トーヴェン、あの若さ、あの細
さで迷いのない音楽表現に
感動しました。アンコールな
しにも驚きつつ、その理由に
納得の最後のスピーチ。とて
も楽しく感動しました。


